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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　録画機器に接続された放送受信装置であって、
　所定の放送チャンネルの番組データを受信する受信手段と、
　前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記放送受信装置内のメモリに前記番組デ
ータの記録を行う第１の記録手段と、
　前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記録画機器を起動させる制御を行う起動
手段と、
　前記録画機器が起動した後、前記録画機器に対して、前記所定の放送チャンネルの前記
番組データを受信して記録させる制御を行う第２の記録手段と、
　前記録画機器が前記番組データの記録を開始した後に、前記第１の記録手段による前記
メモリへの前記番組データの記録を終了させる記録終了手段と、
　前記第１の記録手段により前記メモリに記録された前記番組データを前記録画機器に送
信する移動手段と、
　前記第１の記録手段によって記録された前記番組データの第１のファイルと、前記第２
の記録手段によって記録された前記番組データの第２のファイルとが、同一番組のファイ
ルであることを示す番組結合情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記番組結合情報が示す前記同一番組のファイルの再生が指
示された場合に、前記録画機器に対して、前記第１のファイルを再生させる制御を行う第
１の再生手段と、
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　前記第１のファイルの再生位置が前記第２のファイルの先頭部に達したら、前記録画機
器に対して、前記第２のファイルを再生させる制御を行う第２の再生手段と
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　前記同一番組のファイルの再生が指示された場合に、前記録画機器から前記第２のファ
イルの先頭部のＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を抽出する抽出手段と、
　前記第１のファイルの再生位置のＧＯＰが、前記第２のファイルの先頭部のＧＯＰに達
したか否かを判定する判定手段とをさらに備えることを特徴とする請求項１記載の放送受
信装置。
【請求項３】
　前記第１の記録手段による前記メモリへの前記番組データの記録に際し、前記メモリに
空き容量があるか否かを判定する容量判定手段と、
　前記容量判定手段により前記メモリに空き容量がないと判定されたときに、前記メモリ
内の最も古い番組データを前記メモリから消去する消去手段とをさらに備えることを特徴
とする請求項１又は２に記載の放送受信装置。
【請求項４】
　録画機器に接続された放送受信装置であって、
　所定の放送チャンネルの番組データを受信する受信手段と、
　前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記放送受信装置内のメモリに前記番組デ
ータの記録を行う第１の記録手段と、
　前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記録画機器を起動させる制御を行う起動
手段と、
　前記録画機器が起動した後、前記録画機器に対して、前記所定の放送チャンネルの前記
番組データを受信して記録させる制御を行う第２の記録手段と、
　前記録画機器が前記番組データの記録を開始した後に、前記第１の記録手段による前記
メモリへの前記番組データの記録を終了させる記録終了手段と、
　前記第２の記録手段により前記録画機器に記録された前記番組データの先頭部を抽出す
る抽出手段と、
　前記第１の記録手段により前記メモリに記録された前記番組データを読み込み、読み込
んだ前記番組データのうち前記抽出手段によって抽出された前記番組データの先頭部以降
のデータを破棄して、前記録画機器に送信する移動手段とを備えることを特徴とする放送
受信装置。
【請求項５】
　録画機器と接続された放送受信装置の制御方法であって、
　所定の放送チャンネルの番組データを受信する受信ステップと、
前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記放送受信装置内のメモリに前記番組デー
タの記録を行う第１の記録ステップと、
　前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記録画機器を起動させる制御を行う起動
ステップと、
　前記録画機器が起動した後、前記録画機器に対して、前記所定の放送チャンネルの前記
番組データを受信して記録させる制御を行う第２の記録ステップと、
　前記録画機器が前記番組データの記録を開始した後に、前記第１の記録ステップによる
前記メモリへの前記番組データの記録を終了させる記録終了ステップと、
　前記第１の記録ステップにより前記メモリに記録された前記番組データを前記録画機器
に送信する移動ステップと、
　前記第１の記録ステップにより記録された前記番組データの第１のファイルと、前記第
２の記録ステップにより記録された前記番組データの第２のファイルとが、同一番組のフ
ァイルであることを示す番組結合情報を記憶手段に記憶する記憶ステップと、
　前記記憶手段に記憶された前記番組結合情報が示す前記同一番組のファイルの再生が指
示された場合に、前記録画機器に対して、前記第１のファイルを再生させる制御を行う第
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１の再生ステップと、
　前記第１のファイルの再生位置が前記第２のファイルの先頭部に達したら、前記録画機
器に対して、前記第２のファイルを再生させる制御を行う第２の再生ステップと
　を備えることを特徴とする放送受信装置の制御方法。
【請求項６】
　前記同一番組のファイルの再生が指示された場合に、前記録画機器から前記第２のファ
イルの先頭部のＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）を抽出する抽出ステップと
、
　前記第１のファイルの再生位置のＧＯＰが、前記第２のファイルの先頭部のＧＯＰに達
したか否かを判定する判定ステップとをさらに備えることを特徴とする請求項５記載の放
送受信装置の制御方法。
【請求項７】
　前記第１の記録ステップによる前記メモリへの前記番組データの記録に際し、前記メモ
リに空き容量があるか否かを判定する容量判定ステップと、
　前記容量判定ステップにより前記メモリに空き容量がないと判定されたときに、前記メ
モリ内の最も古い番組データを前記メモリから消去する消去ステップとをさらに備えるこ
とを特徴とする請求項５又は６に記載の放送受信装置の制御方法。
【請求項８】
　録画機器に接続された放送受信装置の制御方法であって、
　所定の放送チャンネルの番組データを受信する受信ステップと、
　前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記放送受信装置内のメモリに前記番組デ
ータの記録を行う第１の記録ステップと、
　前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記録画機器を起動させる制御を行う起動
ステップと、
　前記録画機器が起動した後、前記録画機器に対して、前記所定の放送チャンネルの前記
番組データを受信して記録させる制御を行う第２の記録ステップと、
　前記録画機器が前記番組データの記録を開始した後に、前記第１の記録ステップによる
前記メモリへの前記番組データの記録を終了させる記録終了ステップと、
　前記第２の記録ステップにより前記録画機器に記録された前記番組データの先頭部を抽
出する抽出ステップと、
　前記第１の記録ステップにより前記メモリに記録された前記番組データを読み込み、読
み込んだ前記番組データのうち前記抽出ステップによって抽出された前記番組データの先
頭部以降のデータを破棄して、前記録画機器に送信する移動ステップと
　を備えることを特徴とする放送受信装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地上波デジタル放送や衛星デジタル放送等の放送波を受信する放送受信装置
及びその制御方法に関し、特に、接続された録画機器を制御する放送受信装置及びその制
御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放送を録画する方法として、地上デジタル放送、ＢＳデジタル放送やＣＳデジタ
ル放送をテレビ受像機などの放送受信装置で受信し、受信した番組をＩＥＥＥ１３９４や
ＬＡＮ等の伝送路を介してＤ－ＶＨＳレコーダやＨＤＤレコーダ等のＰＶＲ（Personal V
ideo Recorder）に録画する方法が知られている。また、放送を録画する方法として、上
記のような放送をＰＶＲで直接受信し、受信した番組をＰＶＲで録画する方法も知られて
いる。
【０００３】
　近年、ＰＶＲは、大量なデータを格納可能な記録メディアとしてのＨＤＤ（ハードディ
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スクドライブ）を内蔵し、更に、ＤＶＤやＢｌｕ－ｒａｙ等のディスクの再生／録画用に
ディスクドライブを内蔵したものが主流となってきている。
【０００４】
　このようなＰＶＲでは、ＰＶＲに内蔵される記録メディアが安定動作するのに時間が掛
かるため、待機状態から録画命令を実行するまでに１分近く時間がかかり、受信した番組
をすぐに録画することができないという問題があった。
【０００５】
　また、放送中の番組をＰＶＲに録画する場合は、ユーザはその番組の途中からしか録画
することができず、番組全体を録画するためには番組が開始する前に録画準備をしなけれ
ばならない。
【０００６】
　上記のような問題を解消するべく、番組の開始時から自動的に一定時間の録画が可能な
リングバッファ（循環バッファ）に第１の記録（録画）を行い、録画命令がなされた時点
で通常の録画領域に第２の記録を行い、第１の記録による番組の第１の部分と第２の記録
による番組の第２の部分とを結合するシステムが提案されている（例えば、特許文献１参
照）。
【特許文献１】特表２００４－５０５５５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述のようなシステムでは、待機状態の録画機器に録画を実行させる場
合、瞬時に録画を実行させることができないという問題がある。一方、録画機器を常時起
動状態にしておけば、瞬時に録画を実行させることが可能であるが、消費電力が多くなる
という問題が発生するため好ましくない。
【０００８】
　本発明の目的は、接続された録画機器が待機状態であっても応答性の高い録画を実現す
ることができる放送受信装置及びその制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、録画機器に接続された放送受信装置であって、
所定の放送チャンネルの番組データを受信する受信手段と、前記番組データの録画の指示
入力に応じて、前記放送受信装置内のメモリに前記番組データの記録を行う第１の記録手
段と、前記番組データの録画の指示入力に応じて、前記録画機器を起動させる制御を行う
起動手段と、前記録画機器が起動した後、前記録画機器に対して、前記所定の放送チャン
ネルの前記番組データを受信して記録させる制御を行う第２の記録手段と、前記録画機器
が前記番組データの記録を開始した後に、前記第１の記録手段による前記メモリへの前記
番組データの記録を終了させる記録終了手段と、前記第１の記録手段により前記メモリに
記録された前記番組データを前記録画機器に送信する移動手段と、前記第１の記録手段に
よって記録された前記番組データの第１のファイルと、前記第２の記録手段によって記録
された前記番組データの第２のファイルとが、同一番組のファイルであることを示す番組
結合情報を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された前記番組結合情報が示す前記
同一番組のファイルの再生が指示された場合に、前記録画機器に対して、前記第１のファ
イルを再生させる制御を行う第１の再生手段と、前記第１のファイルの再生位置が前記第
２のファイルの先頭部に達したら、前記録画機器に対して、前記第２のファイルを再生さ
せる制御を行う第２の再生手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、放送受信装置に接続された録画機器が待機状態であっても応答性の高
い録画を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施の形態に係る放送受信装置を含むデジタル放送受信システムの構
成を概略的に示す図である。なお、本発明の実施の形態では、デジタル放送を前提に説明
を行うが、デジタル放送に限定されるものではない。
【００１４】
　図１において、デジタル放送受信システムは、放送受信装置としてのデジタルテレビ（
ＤＴＶ）１０１、パーソナルビデオレコーダ（ＰＶＲ）１０２（録画機器）、及びアンテ
ナ１０３を備える。
【００１５】
　デジタルテレビ１０１は、デジタル放送を受信し、受信した放送データをデコードして
映像や音声を出力する。
【００１６】
　ＰＶＲ１０２は、記録メディアを内蔵し、該記録メディアに映像データや音声データを
記録する。記録メディアは、ＤＶＤ等の光ディスクや、ハードディスク等の磁気ディスク
がある。ＰＶＲ１０２により記録された映像データや音声データは、デジタルテレビ１０
１によって再生することができる。
【００１７】
　アンテナ１０３は、地上デジタル放送信号や衛星デジタル放送信号を受信する。リモー
トコントローラ（以下、単に「リモコン」という）１０４は、ユーザの指示入力に基づい
てデジタルテレビ１０１に指示信号を送信する。リモートコントローラ（以下、単に「リ
モコンという）１０５は、ＰＶＲ１０２に指示信号を送信する。
【００１８】
　アンテナケーブル１０６は、アンテナ１０３とデジタルテレビ１０１及びＰＶＲ１０２
を接続する。デジタルケーブル１０７は、デジタルテレビ１０１とＰＶＲ１０２を接続す
る。このデジタルケーブル１０７はＩＥＥＥ１３９４形式や、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒ
ｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等が考えられる。特に伝送形式は問わない。
【００１９】
　尚、図１では、デジタルテレビ１０１、ＰＶＲ１０２をそれぞれ別の筐体として示して
いるが、本発明はシステム構成によって限定されるものではない。例えば、デジタルテレ
ビ１０１とＰＶＲ１０２は同一の筐体に納められていてもよい。
【００２０】
　また、本実施の形態では、アンテナ１０３を用いてテレビジョン放送データを受信する
が、アンテナ１０３の代わりにケーブルを用いてテレビジョン放送データを受信してもよ
い。
【００２１】
　図２は、図１におけるデジタルテレビ１０１の構成を示すブロック図である。
【００２２】
　図２のデジタルテレビ１０１は、以下の構成要素（動作機能部）を備える。
【００２３】
　２０１は、アンテナ１０３からの地上波デジタル放送、ＢＳデジタル放送、ＣＳデジタ
ル放送をアンテナケーブル１０６を介して受信し、ＴＳデータを生成するチューナ部であ
る。具体的には、チューナ部２０１は、受信した信号に対して復調、誤り訂正等の処理を
施し、その後、トランスポートストリーム（ＴＳ）と呼ばれる形式のデジタルデータ（Ｔ
Ｓデータ）を生成する。ここで、トランスポートストリームとは、複数の番組を１つのス
トリーム（データ列）にして伝送可能なＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）のプ
ロトコルである。また、チューナ部２０１は、選局指示を受けた場合に、デジタル放送信
号から所定のチャンネルのＴＳデータを生成する。
【００２４】
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　また、チューナ部２０１は、ＴＳデータとともにＴＳデータに重畳されたＴＭＣＣ（Tr
ansmission and Multiplexing Configuration Control）信号を復調し出力する。ＴＭＣ
Ｃ信号は、伝送路上での信号単位（スロット）毎に、変調方式や誤り訂正方式を指定可能
な階層変調方式を実現するための伝送多重制御信号を指す。
【００２５】
　２０２は、チューナ部２０１、外部機器制御部２１４及び内部蓄積制御部２１５から出
力されるＴＳデータをパケット識別子（ＰＩＤ）でフィルタリングして各種データに分離
するデマルチプレクサである。具体的には、デマルチプレクサ２０２は、入力されたＴＳ
データを、ＭＰＥＧ２画像データ、ＭＰＥＧ２音声データ、データ放送用データ等の複数
のパケットデータに分離する。デマルチプレクサ２０２は、デスクランブル処理を行うた
めに、暗号解読キーを格納したＣＡＭ（Conditional Access Module）２０８からキーを
読み出し、暗号化されたＴＳデータを解読する。
【００２６】
　２０３は、デマルチプレクサ２０２によって分離されたＭＰＥＧ２画像データを復号す
るＭＰＥＧ２ビデオデコーダである。
【００２７】
　２０４は、ＭＰＥＧ２ビデオデコーダ２０３により復号された画像データと後述するシ
ステム制御部２０７により生成された表示データとを切替又は合成して出力する映像出力
部である。映像出力部２０４は、フレームメモリ２１１を用いて上記の画像を合成し、後
述する表示部２１７の仕様に合った信号フォーマットの映像データに変換する。
【００２８】
　２０５は、デマルチプレクサ２０２によって分離されたＭＰＥＧ２音声データを復号す
るＭＰＥＧ２オーディオデコーダである。
【００２９】
　２０６は、ＭＰＥＧ２オーディオデコーダ２０５で復号された音声データをステレオ音
声等のアナログ音声信号に変換し、該アナログ音声信号をスピーカ２１８に出力するＤ／
Ａ変換部である。
【００３０】
　２０７は、デジタルテレビ１０１が有する各機能を制御するシステム制御部（ワークメ
モリを含む）である。システム制御部２０７は、後述する制御信号バス２１９を介して各
動作機能部を統括的に制御する。
【００３１】
　また、システム制御部２０７は、デマルチプレクサ２０２により分離されたＰＭＴ（Pr
ogram Map Table）等のテーブルデータやデータ放送用データ等のデジタルデータを解読
する処理を行う。
【００３２】
　システム制御部２０７は、映像出力部２０４に送信する表示データを生成する処理を行
う。具体的には、システム制御部２０７の制御により不図示の画像描画部によって表示情
報が描画され、該描画された表示データが映像出力部２０４に送信される。また、システ
ム制御部２０７は、後述する番組情報記憶部２１２に番組情報を記憶させる処理を行う。
【００３３】
　２０８は、図示しないＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等から構成されるＩＣカードの読取装置
を含むＣＡＭ（Conditional Access Module）である。デマルチプレクサ２０２は、ＩＣ
カードに含まれる暗号解読キー及び解読プログラムを用いて、暗号化されたＴＳデータを
解読する。
【００３４】
　２０９は、システム制御部２０７に接続され、ＰＶＲ１０２に記録されている番組デー
タを含むファイルの情報（ファイル情報）を管理するファイル管理部である。
【００３５】
　２１０は、ユーザがリモコン１０４や図示しない操作パネルを操作することにより、放
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送受信に関する各種操作の指示が入力される操作入力部である。
【００３６】
　２１１は、映像出力部２０４が画像を合成する際に、画像の一時蓄積用メモリ（リング
バッファ）として使用されるフレームメモリである。
【００３７】
　２１２は、番組選択のための番組情報や、ファイル管理部２０９により管理されたファ
イル情報を記憶する番組情報記憶部である。
【００３８】
　２１３は、デマルチプレクサ２０２によって分離された複数のパケットデータを蓄積用
ＴＳデータ（録画用番組データ）として多重化するマルチプレクサである。
【００３９】
　２１４は、マルチプレクサ２１３により多重化された蓄積用ＴＳデータを、デジタルケ
ーブル１０７を介して接続されたＰＶＲ１０２に出力する外部機器制御部である。尚、外
部機器制御部２１４は、ＴＳデータをＰＶＲ１０２に出力するだけでなく、ＰＶＲ１０２
からのＴＳデータの読み出しやファイル情報の読み出し等の制御を行う。
【００４０】
　２１５は、マルチプレクサ２１３により多重化された蓄積用ＴＳデータを蓄積用メモリ
２１６に記録する内部蓄積制御部である。尚、内部蓄積制御部２１５は、蓄積用ＴＳデー
タを蓄積用メモリ２１６に記録するだけでなく、蓄積用メモリ２１６に記録されたＴＳデ
ータを読み出す（再生する）ことが可能である。
【００４１】
　２１６は、内部蓄積制御部２１５に内蔵され、内部蓄積制御部２１５が扱う蓄積用ＴＳ
データを格納する蓄積用メモリである。蓄積用メモリ２１６としては、電源を切ってもデ
ータを失わないように磁気ディスク、フラッシュメモリ等のメディアが用いられ、あるい
は電源が入っている時の一時的な記憶のためにＲＡＭが用いられ、又は上記メディア及び
ＲＡＭの双方が用いられる。
【００４２】
　２１７は、映像出力部２０４から出力された映像データを表示する表示部である。表示
部２１７としては、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）、液晶パネル、プラズマパネル、ＦＥＤ
（Ｆield Emission display）、ＥＬ（Electroluminescence）パネル等が用いられる。
【００４３】
　２１８は、Ｄ／Ａ変換部２０６より出力される音声信号を音に変換するスピーカである
。スピーカ２１８は、ステレオの場合は２ｃｈ（チャンネル）出力、サラウンドの場合は
５．１ｃｈ出力を行う。２１９は、システム制御部２０７と各動作機能部をつなぐ制御信
号バスである。
【００４４】
　次に、図１のデジタル放送受信システムで実行されるデジタル放送の出力処理を説明す
る。
【００４５】
　まず、ユーザがリモコン１０４を用いて所定のチャンネルに対応する指示を入力すると
、該指示入力が操作入力部２１０を介してチャンネル情報（サービスＩＤ）としてシステ
ム制御部２０７に入力される。
【００４６】
　システム制御部２０７は、入力されたチャンネル情報を、周波数やＴＳＩＤ等の情報に
変換する。尚、ＴＳＩＤとはトランスポートストリームのＩＤ情報である。
【００４７】
　システム制御部２０７は、周波数及びＴＳＩＤをチューナ部２０１に設定する。チュー
ナ部２０１は、システム制御部２０７により設定された周波数に応じたチャンネルの信号
を受信するように動作し、受信した信号をＴＳデータに変換する。
【００４８】
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　チューナ部２０１で変換されたＴＳデータは、デマルチプレクサ２０２によってＭＰＥ
Ｇ２画像データ、ＭＰＥＧ２音声データ、テーブルデータ等の複数のパケットデータに分
離される。ＭＰＥＧ２画像データは、ＭＰＥＧ２ビデオデコーダ２０３によってデコード
され、フレームまたはフィールド単位の画像データとなる。また、ＭＰＥＧ２音声データ
は、ＭＰＥＧ２オーディオデコーダ２０５によってデコードされ、連続的な音声データと
なる。テーブルデータ等のその他のパケットデータは、システム制御部２０７によって所
定の処理が施される。
【００４９】
　尚、チューナ部２０１から出力されたＴＳデータが暗号化されたスクランブル信号であ
る場合、デマルチプレクサ２０２はＣＡＭ２０８を用いて暗号解読処理を行う。
【００５０】
　映像出力部２０４は、ＭＰＥＧ２ビデオデコーダ２０３でデコードされた画像データを
表示用の映像データに変換する。
【００５１】
　また、Ｄ／Ａ変換部２０６は、ＭＰＥＧ２オーディオデコーダ２０５でデコードされた
音声データに対してＤ／Ａ変換処理を実行する。ステレオの場合、音声データはＤ／Ａ変
換処理によって左チャンネルと右チャンネルの信号として出力される。最終的に、映像デ
ータと音声データは、表示部２１７とスピーカ２１８からユーザが視聴可能な形態で出力
される。
【００５２】
　次に、図１のデジタル放送受信システムで実行されるデジタル放送の録画処理を説明す
る。ＴＳデータがデマルチプレクサ２０２に入力されるまでの各処理は、上述したデジタ
ル放送の出力処理と同様であるので、その説明を省略する。
【００５３】
　デマルチプレクサ２０２に入力されたＴＳデータは、マルチプレクサ２１３によって蓄
積用ＴＳデータに変換される。
【００５４】
　マルチプレクサ２１３から出力された蓄積用ＴＳデータは、外部機器制御部２１４及び
／又は内部蓄積制御部２１５に入力される。外部機器制御部２１４及び／又は内部蓄積制
御部２１５は、入力された蓄積用ＴＳデータに対してＤＴＣＰ（Digital Transmission C
ontent Protection）や独自暗号化処理等の著作権保護処理を施す。
【００５５】
　著作権保護処理が施された蓄積用ＴＳデータは、ＰＶＲ１０２及び／又は蓄積用メモリ
２１６に出力され、ＰＶＲ１０２及び／又は蓄積用メモリ２１６に記録される。
【００５６】
　ここで、ＰＶＲ１０２は、通常、蓄積用ＴＳデータを蓄積する蓄積用メモリを備えてい
る。今実施の形態では、デジタルテレビ１０１の蓄積用メモリ２１６の構成は、PＶＲ１
０２の蓄積用メモリと同様である。この場合、外部機器制御部２１４が所定のチャンネル
に対応する指示信号をＰＶＲ１０２に出力し、さらに、録画の指示信号をＰＶＲ１０２に
送信することにより、ＰＶＲ１０２の蓄積用メモリに蓄積用ＴＳデータを記録させること
が可能である。
【００５７】
　また、ＰＶＲ１０２は、リモコン１０５からの指示入力により、デジタルテレビ１０１
とは独立に蓄積用ＴＳデータを蓄積用メモリに記録することも可能である。
【００５８】
　本実施の形態では、システム制御部２０７は、ＰＶＲ１０２への録画指示が入力されて
いない場合又はＰＶＲ１０２が待機状態でない場合（通電状態であった場合）は、蓄積用
メモリ２１６に蓄積用ＴＳデータを記録する通常録画モードを選択し、ＰＶＲ１０２への
録画指示が入力され且つＰＶＲ１０２が待機状態である場合（通電状態でない場合）は、
ＰＶＲ１０２の蓄積用メモリに蓄積用ＴＳデータを記録するクイック録画モードを選択す
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る。
【００５９】
　次に、ＰＶＲ１０２に記録されたＴＳデータの再生処理について説明する。
【００６０】
　まず、ＰＶＲ１０２に記録されている複数の番組から再生する番組を選択するため、フ
ァイル管理部２０９は、システム制御部２０７及び外部機器制御部２１４を介してＰＶＲ
１０２に記録されている番組データを含むファイル情報を取得する。
【００６１】
　表示部２１７は、ファイル管理部２０９が取得したファイル情報（図３参照）に基づい
て作成される録画番組リスト（図４参照）を表示する。なお、図３に示すように、各番組
データのファイル名は重複しないように割り振られ、番組名、開始時間等の情報がファイ
ル情報として管理される。
【００６２】
　表示部２１７に表示される録画番組リストには、例えば、図４のように、録画された各
番組の日付、番組名、放送チャンネル、録画時間等の情報が表示される。ユーザは、リモ
コン１０４を用いて、再生する番組を選択する。
【００６３】
　ユーザにより選択された番組のＴＳデータは、ＰＶＲ１０２からデジタルケーブル１０
７を介して外部機器制御部２１４に入力される。入力されたＴＳデータに著作権保護処理
が施されている場合は、ＤＴＣＰ等の処理シーケンスが実行される。その後、ＴＳデータ
は外部機器制御部２１４からデマルチプレクサ２０２に入力される。
【００６４】
　デマルチプレクサ２０２は、ＴＳデータをＭＰＥＧ２画像データ、ＭＰＥＧ２音声デー
タ、テーブルデータ等の複数のパケットデータに分離する。分離されたＭＰＥＧ２画像デ
ータは、ＭＰＥＧ２ビデオデコーダ２０３によってデコードされ、ＭＰＥＧ２音声データ
は、ＭＰＥＧ２オーディオデコーダ２０５によってデコードされる。データ放送用データ
等のその他のパケットデータは、システム制御部２０７によって所定の処理がなされる。
デコードされた各データに対する処理は、上述した出力処理と同様であるので、その説明
を省略する。
【００６５】
　次に、蓄積用メモリ２１６に記録された蓄積用ＴＳデータの再生処理について説明する
。尚、蓄積用メモリ２１６に記録されている複数の番組から再生する番組を選択する方法
は、上記ＰＶＲ１０２に記録されたＴＳデータの再生処理と同様であるので、その説明を
省略する。本再生処理では、ファイル管理部２０９は、システム制御部２０７及び内部蓄
積制御部２１５を介して、蓄積用メモリ２１６に記録されている番組データを含むファイ
ル情報を取得する。また、内部蓄積制御部２１５は外部蓄積制御部２１４とは異なる著作
権保護処理を実行し、独自暗号化処理が施されている場合は復号処理が行われる。
【００６６】
　蓄積用メモリ２１６に記録されている番組のファイル情報はファイル管理部２０９で管
理されており、番組情報記憶部２１２に図３に示すようなファイル情報が保存される。表
示部２１７は、番組情報記憶部２１２に保存されたファイル情報に基づいて図４に示すよ
うな録画番組リストを表示する。表示部２１７に表示される録画番組リストには、例えば
、図４のように、録画された各番組の日付、番組名、放送チャンネル、録画時間等の情報
が表示される。ユーザは、リモコン１０４を用いて、再生する番組を選択する。
【００６７】
　（第１の実施の形態）
　次に、図５を用いて、ＰＶＲ１０２が待機状態である場合にユーザからの指示によりデ
ジタルテレビ１０１で受信中の番組を録画する処理について説明する。
【００６８】
　図５は、図２のデジタルテレビ１０１により実行される録画処理を示すフローチャート
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である。尚、本処理は、図２におけるシステム制御部２０７が各動作機能部を制御すると
共に外部機器制御部２１４を介してＰＶＲ１０２を制御することによって実行される。
【００６９】
　図５において、デジタルテレビ１０１は通常の放送を受信している状態となっている。
【００７０】
　まず、ユーザがリモコン１０４等を用いて録画の指示を入力すると、該指示入力が操作
入力部２１０を介してシステム制御部２０７に入力される。次に、入力された指示がＰＶ
Ｒ１０２への録画指示であり且つＰＶＲ１０２が待機状態であるか否かを判定し（ステッ
プＳ５０１）、入力された指示がＰＶＲ１０２への録画指示であり且つＰＶＲ１０２が待
機状態であるときは、クイック録画モードを選択してステップＳ５０３に進む。入力され
た指示がＰＶＲ１０２への録画指示でないとき又はＰＶＲ１０２が待機状態でないとき（
他の番組の録画を実行しているため録画指示を受け付けられない状態等）は、通常録画モ
ードを選択し、通常録画（蓄積用メモリ２１６への蓄積用ＴＳデータの記録）を実行して
（ステップＳ５０２）、本処理を終了する。
【００７１】
　一方、クイック録画モードが選択された場合は、デジタルテレビ１０１の蓄積用メモリ
２１６に番組データを記録し（第１の記録手段）（ステップＳ５０３）、さらに、現在の
録画モードがクイック録画モードである旨を表示部２１７に表示する（ステップＳ５０４
）。これにより、現在の録画モードがクイック録画モードである旨がユーザに通知される
。
【００７２】
　その後、ＰＶＲ１０２を起動する起動信号をＰＶＲ１０２に送信する（起動手段）（ス
テップＳ５０５）。次いで、ＰＶＲ１０２が待機状態から起動状態に移行したか否かを判
定し（ステップＳ５０６）、ＰＶＲ１０２が起動状態に移行した場合は、現在チューナ部
２０１が受信している番組のチャンネルと同じチャンネルをＰＶＲ１０２に設定し（ステ
ップＳ５０７）、ステップＳ５０８に進む。なお、システム制御部２０７は、ＰＶＲ１０
２の動作状態に関する情報を外部機器制御部２１４を介して取得することにより、ＰＶＲ
１０２が待機状態であるか起動状態であるかを判定することができる。
【００７３】
　次いで、ＰＶＲ１０２に番組の録画開始信号を送信し、ＰＶＲ１０２での番組データの
記録が開始される（第２の記録手段）（ステップＳ５０８）。ＰＶＲ１０２での番組デー
タの記録が開始された後、デジタルテレビ１０１の蓄積用メモリ２１６での番組データの
記録を終了し（記録終了手段）（ステップＳ５０９）、蓄積用メモリ２１６に記録された
番組データ（ＴＶＲＥＣ）を含むＤＴＶ側番組ファイル（例えば、図３のファイル「２０
０６１００１－００４．ｔｓ」）を保存する。
【００７４】
　次に、ユーザによるリモコン１０４等の操作により、録画終了の指示が入力されたか否
かを判定する（ステップＳ５１０）。録画終了の指示入力は操作入力部２１０を介してシ
ステム制御部２０７に送信される。録画終了の指示が入力されたときは、ＰＶＲ１０２に
番組の録画終了信号を送信してＰＶＲ１０２での番組データの記録を終了させ（ステップ
Ｓ５１１）、ＰＶＲ１０２に記録された番組データ（ＲＲＥＣ）を含むＰＶＲ側番組ファ
イル（例えば、図３のファイル「２００６１００１－００５．ｔｓ」）の情報をＰＶＲ１
０２から取得する。
【００７５】
　次に、蓄積用メモリ２１６に記録された番組データをＰＶＲ１０２に移動する（移動手
段）（ステップＳ５１２）。このとき、録画された番組が著作権保護処理を必要とする番
組である場合は、ＰＶＲ１０２に移動する番組データに対して著作権保護処理を施す。
【００７６】
　ファイル管理部２０９は、ＰＶＲ側番組ファイルのファイル情報を読み出し、ＰＶＲ側
番組ファイルとＤＴＶ側番組ファイルとを同一の番組として管理するべく、ＰＶＲ側番組
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ファイルとＤＴＶ側番組ファイルとが同一番組のファイルであることを示す番組結合情報
を番組情報記憶部２１２に記憶し（記憶手段）（ステップＳ５１３）、本処理を終了する
。
【００７７】
　ステップＳ５１３で記憶された番組結合情報は、例えば、図６に示すような画面を表示
部２１７に表示させることにより、確認することができる。図６において、ファイル名「
２００６１００１－００４．ｔｓ」及び「２００６１００１－００５．ｔｓ」の２つのフ
ァイルは、番組名「ＤＤＤ」である同一の番組ファイルとして扱われる。
【００７８】
　次に、図７を用いて、ユーザからの指示によりＰＶＲ１０２に録画されている番組を再
生する処理について説明する。
【００７９】
　図７は、図２のデジタルテレビ１０１により実行される再生処理を説明するためのフロ
ーチャートである。
【００８０】
　尚、本処理は、図２におけるシステム制御部２０７が各動作機能部を制御すると共に外
部機器制御部２１４を介してＰＶＲ１０２を制御することによって実行される。
【００８１】
　図７において、ユーザがリモコン１０４を用いて録画番組リストを表示する指示を入力
すると、操作入力部２１０は該指示入力に対応する信号をシステム制御部２０７に送信し
、デジタルテレビ１０１は録画番組リスト画面を表示する（ステップＳ７０１）。
【００８２】
　図４は、録画番組リスト画面の一例を示す図である。図４の録画番組リスト画面は、図
３の内容のファイル情報と図６の番組結合情報を元に作成されたものである。図３におけ
るファイル情報の番号「００４」及び「００５」の番組は、図６における番組結合情報の
番号「００１」の番組に対応し、図４における録画番組リスト画面では番組名「ＤＤＤ」
として１つの番組として表示される。さらに、結合表示されていることを示すために「結
合」と表示される。
【００８３】
　次に、ユーザによるリモコン１０４の操作に基づいて、表示されている番組リストから
再生を希望する番組が選択される（ステップＳ７０２）。このとき、図４のカーソル４０
１をリモコン１０４の不図示の方向指示ボタンで移動し、不図示の決定ボタンで決定する
ことで番組の選択を行う。図４では番組名「ＤＤＤ」の番組ファイルが選択されている。
その後、選択された番組が結合番組か否かを判定し（ステップＳ７０３）、結合番組でな
い場合は後述するステップＳ７１０に進み、結合番組である場合はステップＳ７０４へ進
む。
【００８４】
　結合番組の２つのファイルのうち、ＰＶＲ１０２に記録された番組データ（ＲＲＥＣ）
の先頭部を読み込み（ステップＳ７０４）、番組データ（ＲＲＥＣ）の先頭部のＧＯＰ（
ＧｒｏｕｐＯｆ Ｐｉｃｔｕｒｅ）を蓄積用メモリ２１６に一時的に記憶する（ステップ
Ｓ７０５）。なお、ＭＰＥＧの動画においては、フレーム単位でデータを圧縮して作られ
たＩフレーム、前のＩフレームを基準に、変化があった差分だけをデータ化して作られる
Ｐフレーム、前だけでなく後のフレームとの差分も利用するＢフレームが存在する。１つ
以上のＩフレームと複数のＰフレーム及びＢフレームからなるひと固まりをＧＯＰと呼ぶ
。
【００８５】
　次に、結合番組の２つのファイルのうち、デジタルテレビ１０１で録画を行いＰＶＲ１
０２に移動した番組データ（ＴＶＲＥＣ）の再生を指示する（第１の再生手段）（ステッ
プＳ７０６）。
【００８６】
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　次いで、再生中の番組データ（ＴＶＲＥＣ）の再生位置に対応するＧＯＰと蓄積用メモ
リ２１６に一時的に記憶した番組データ（ＲＲＥＣ）の先頭部のＧＯＰの一部とを比較す
る（ステップＳ７０７）（図８）。そして、再生中の番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ
と番組データ（ＲＲＥＣ）の先頭部のＧＯＰとが同一か否かを判定する。すなわち、番組
データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰの再生中に、番組データ（ＲＲＥＣ）のＧＯＰの先頭部と
同じ部分に達したか否かを判定する（判定手段）（ステップＳ７０８）。番組データ（Ｒ
ＲＥＣ）のＧＯＰの先頭部と同じ部分に達していなければステップＳ７０７に戻り、番組
データ（ＲＲＥＣ）のＧＯＰの先頭部と同じ部分に達していればステップＳ７０９に進む
。
【００８７】
　その後、再生中の番組データ（ＴＶＲＥＣ）の再生を中止し、番組データ（ＴＶＲＥＣ
）の再生位置に対応するＧＯＰを破棄する（破棄手段）（ステップＳ７０９）。そして、
ＰＶＲ１０２により記録された番組データ（ＲＲＥＣ）の再生を行い、（第２の再生手段
）（ステップＳ７１０）、ステップＳ７１５に進む。
【００８８】
　次いで、番組データ（ＲＲＥＣ）の再生が終了したか否かを判定し（ステップＳ７１１
）、番組データ（ＲＲＥＣ）の再生が終了した場合は、本処理を終了する。尚、本実施の
形態では、再生処理時にＧＯＰの比較を行っているが（ステップＳ７０７）、録画処理時
にＧＯＰの比較を行ってもよい。即ち、図５のステップＳ５１３の処理の後にＧＯＰの比
較を行ってもよい。
【００８９】
　図８は、結合番組の再生時のパケット処理を示す図である。このパケット処理は、図７
のステップＳ７０７～Ｓ７１０の処理に対応している。以下、結合番組である番組ＤＤＤ
を構成するファイル名「２００６１００１－００４．ｔｓ」の番組データ（ＴＶＲＥＣ）
及びファイル名「２００６１００１－００５．ｔｓ」の番組データ（ＲＲＥＣ）を連続し
て再生する処理について説明する。
【００９０】
　図８において、番組データ（ＴＶＲＥＣ）再生中は、番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯ
Ｐ１～ＧＯＰ（Ａ－１）が、デコード用データ８０１～８０３として、デマルチプレクサ
２０２による分離処理、及び各種デコーダによるデコード処理が施されて表示部２１７に
表示される。ここで、番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ１～ＧＯＰ（Ａ－１）は、番組
データ（ＲＲＥＣ）のＧＯＰ１と一致しないため、番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ１
～ＧＯＰ（Ａ－１）がデコード用データ８０１～８０３として処理される。
【００９１】
　そして、番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ（Ａ）と番組データ（ＲＲＥＣ）のＧＯＰ
１とが一致した結果、番組データ（ＲＲＥＣ）のＧＯＰ１がデコード用データ８０４とし
て処理される。その後、番組データ（ＲＲＥＣ）のＧＯＰ２～ＧＯＰ（Ｎ）がデコード用
データ８０５～８０６として処理される。これにより、デジタルテレビ１０１により記録
された番組データ（ＴＶＲＥＣ）とＰＶＲ１０２により記録された番組データ（ＲＲＥＣ
）とを１つの番組として連続して再生することができる。
【００９２】
　本実施の形態によれば、ＰＶＲ１０２への録画の指示入力に基づいて蓄積用メモリ２１
６に番組データ（ＴＶＲＥＣ）の記録を行い、起動されたＰＶＲ１０２のチャンネルをデ
ジタルテレビ１０１で受信しているチャンネルに設定する。また、ＰＶＲ１０２に番組デ
ータ（ＲＲＥＣ）の記録を実行させ、ＰＶＲ１０２による記録が開始された後にデジタル
テレビ１０１による蓄積用メモリ２１６への記録を終了させる。そして、ＰＶＲ１０２に
よる記録が終了した後に、蓄積用メモリ２１６に記録された番組データ（ＴＶＲＥＣ）を
ＰＶＲ１０２に移動する。さらに、蓄積用メモリ２１６に一旦記録された番組データ（Ｔ
ＶＲＥＣ）のＤＴＶ側番組ファイルとＰＶＲ１０２に記録された番組データ（ＲＲＥＣ）
のＰＶＲ側番組ファイルとを同一の番組として管理（記憶）する。これにより、デジタル
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テレビ１０１により記録された番組データ（ＴＶＲＥＣ）とＰＶＲ１０２により記録され
た番組データ（ＲＲＥＣ）とを１つの番組として連続して再生することが可能となる。以
上のように、ＰＶＲ１０２が待機状態であっても応答性の高い録画を実現することができ
る。
【００９３】
　なお、特許文献１記載の従来のシステムによれば、番組の開始から自動的に録画された
第１の部分と、視聴者から録画コマンドを受信した時点から録画された第２の部分とを、
物理的に結合させて、連続した録画を形成することができる。これにより、録画された番
組全体を連続して再生することができる。
【００９４】
　しかしながら、特許文献１では、本実施例の形態で示したように、デジタルテレビ１０
１側から待機状態のＰＶＲ１０２を起動状態に移行させて、ＰＶＲ１０２での録画を実行
させるような構成は開示されていない。
【００９５】
　本発明によれば、デジタルテレビ１０１側から待機状態のＰＶＲ１０２を起動状態に移
行させるまでに時間がかかるためにＰＶＲ１０２による録画を瞬時に実行させることがで
きないという問題を解決することができる。また、デジタルテレビ１０１側から待機状態
のＰＶＲ１０２を起動状態に移行させるまでに要する時間は、ＰＶＲ１０２の状態により
常に一定であるとは限らない。このため、２つの番組データ（ＴＶＲＥＣ）及び番組デー
タ（ＲＲＥＣ）のＧＯＰを比較することにより、同じシーンが重複することなく、連続再
生できるようにしている。さらに、本発明では、ＰＶＲ１０２内に保存された２つの番組
データ（ＴＶＲＥＣ）と番組データ（ＲＲＥＣ）とを物理的に結合しなくてもよいため、
一般的なＰＶＲ１０２が接続されたデジタルテレビ１０１であれば、デジタルテレビ１０
１側単体の構成により実現可能である。
【００９６】
　（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態を説明する。尚、本実施の形態は、その構成が上記第
１の実施の形態と基本的に同じであるため、その説明を省略する。
【００９７】
　上記第１の実施の形態では、蓄積用メモリ２１６をリングバッファとして用いることに
より、ユーザが録画の指示を入力した時点から録画を行うことが可能である。この場合、
蓄積用メモリ２１６の記録容量は、記録時間を２時間程度とすると数十ＧＢ必要となる。
また、第１の実施の形態では、蓄積用メモリ２１６に保存されているＴＶＲＥＣをＰＶＲ
１０２に移動する際、記録した番組データをそのまま移動していた。
【００９８】
　本実施の形態では、デジタルテレビ１０１で受信中の放送を番組の先頭から録画すると
共に、蓄積用メモリ２１６の記録容量を有効活用する。
【００９９】
　図９は、本発明の第２の実施の形態に係る放送受信装置で実行される録画処理を示すフ
ローチャートである。本処理は、図２におけるシステム制御部２０７が各動作機能部を制
御し、更に外部機器制御部２１４を介してＰＶＲ１０２を制御することにより実行される
。
【０１００】
　図９において、デジタルテレビ１０１を起動し、チューナ部２０１にユーザが指定した
チャンネルが設定され、該チャンネルの番組を視聴するものとする。
【０１０１】
　デジタルテレビ１０１が起動されると、蓄積用メモリ２１６に現在視聴している番組の
番組データＴＶＲＥＣ（Ｎ）の記録を自動的に開始する（ステップＳ９０１）。ここで、
Ｎは、番組の番号を示す。
【０１０２】
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　その後、蓄積用メモリ２１６の空き容量が、番組データ（ＴＶＲＥＣ（Ｎ））の全てを
記録するのに十分であるか否かを判定する（容量判定手段）（ステップＳ９０２）、蓄積
用メモリ２１６の空き容量が十分であればステップＳ９０４に進み、空き容量が十分でな
ければ、蓄積されている一番古い番組データ（ＴＶＲＥＣ（Ｍ））を消去し（ステップＳ
９０３）、ステップＳ９０４に進む。ここで、Ｍは番組の番号を示し、Ｍ＜Ｎである。
【０１０３】
　次に、記録中の番組が変更されたか否かを判定し（ステップＳ９０４）、番組が変更さ
れていなければステップＳ９０２に戻り、番組が変更されたらステップＳ９０５に進む。
尚、番組の変更の判定は、番組情報記憶部２１２に記憶されている番組情報に基づいてシ
ステム制御部２０７により実行される。例えば、視聴していた番組が終了して次の番組が
開始した場合や、ユーザがチャンネルを切り替えた場合などは、番組が変更したと判定さ
れる。
【０１０４】
　次いで、変更前の番組データ（ＴＶＲＥＣ（Ｎ））をファイル化し（ステップＳ９０５
）、さらに、変更後の番組データに番号「Ｎ＋１」を付与する（ステップＳ９０６）。
【０１０５】
　その後、録画を終了する指示入力があった否かを判別し（ステップ９０７）、録画を終
了する指示入力がない場合はステップＳ９０１に戻り、録画を終了する指示入力があった
場合は、本処理を終了する。
【０１０６】
　図１２は、図９におけるステップＳ９０３の消去処理が実行される際に表示部２１７に
表示される画面の一例を示す図である。
【０１０７】
　図１２において、画面１２０１は、現在チャンネルＢＳ１２３の番組名「ＡＡＡ」の番
組データを記録していて、チャンネルＤ７７７の番組名「ＥＥＥ」の番組データを消去し
ている状態を示す。このように、蓄積用メモリ２１６の空き容量がなくなった場合は、最
も古い番組データから消去していくことにより、常に視聴中の番組を録画するようにして
いる。
【０１０８】
　ただし、記録されてから一定時間経過した番組データを自動的に消去するようにしても
よい。
【０１０９】
　図１０は、図２のデジタルテレビ１０１により実行される録画処理を示すフローチャー
トであり、図１１は、図１０のフローチャートの続きを示す図である。具体的には、図１
０及び図１１は、ＰＶＲ１０２が待機状態である場合に、ユーザからの指示によりデジタ
ルテレビ１０１で受信中の放送番組のうちデジタルテレビ１０１で録画した部分をＰＶＲ
１０２に移動する処理を行うフローチャートである。
【０１１０】
　尚、図１０及び図１１の処理は、図２におけるシステム制御部２０７が各動作機能部を
制御し、更に外部機器制御部２１４を介してＰＶＲ１０２を制御することにより実行され
る。また、本処理は、上述した第１の実施の形態における図５と対比される図であり、図
５のステップと同一のステップには同一符号を付して、重複した説明を省略する。
【０１１１】
　図１０において、ステップＳ５０１～Ｓ５０９の処理により、番組データ（ＴＶＲＥＣ
）を含むファイルは蓄積用メモリ２１６に保存され、番組データ（ＲＲＥＣ）はＰＶＲ１
０２により録画（記録）開始される。
【０１１２】
　ユーザからの録画終了指示を受けると（ステップＳ５１０）、ステップＳ５１１におい
て、ＰＶＲ１０２での番組データ（ＲＲＥＣ）の記録を終了させ、番組データ（ＲＲＥＣ
）のファイル情報をＰＶＲ１０２から取得する。
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【０１１３】
　次に、ＰＶＲ１０２に記録された番組データ（ＲＲＥＣ）の先頭部を読み込み（第１の
読み込み手段）（ステップＳ１００１）、番組データ（ＲＲＥＣ）の先頭部のＧＯＰを抽
出する（抽出手段）（ステップＳ１００２）。また、蓄積用メモリ２１６に記録された番
組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰを読み込み（第２の読み込み手段）、番組データ（ＴＶ
ＲＥＣ）のＧＯＰを抽出する（ステップＳ１００３）。
【０１１４】
　次に、読み込んだ番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ番号をＡとし（Ａ＝１，２，…Ｎ
）、そのＧＯＰをＴＶＲＥＣ（Ａ）とし（ステップＳ１００４）、ステップＳ１００５へ
移行する。
【０１１５】
　ＴＶＲＥＣ（Ａ）と番組データ（ＲＲＥＣ）の先頭部のＧＯＰとを比較し（ステップＳ
１００５）、ＴＶＲＥＣ（Ａ）と番組データ（ＲＲＥＣ）の先頭部のＧＯＰとが同一であ
るか否かを判定する（判定手段）（ステップＳ１００６）。同一でなければＡの値をイン
クリメントして（Ａ＝Ａ＋１）（ステップＳ１００７）、ステップＳ１００５に戻り、同
一であれば、ステップＳ１００８に進む。
【０１１６】
　次いで、ＴＶＲＥＣ（Ａ）以降のＧＯＰ、すなわちＴＶＲＥＣ（Ａ＋１），…ＴＶＲＥ
Ｃ（Ａ＋２），…ＴＶＲＥＣ（Ｎ）を破棄（消去）して（破棄手段）、ＴＶＲＥＣを再フ
ァイル化して、蓄積用メモリ２１６に記録された番組データをＰＶＲ１０２に移動する（
ステップＳ５１２）。その後、ステップＳ５１３の処理を実行し、本処理を終了する。
【０１１７】
　図１３は、結合番組の番組データ（ＴＶＲＥＣ）を移動する際のパケット処理を示す図
である。このパケット処理は、図１０及び図１１のステップＳ１００１～Ｓ１００８の処
理に対応している。以下、結合番組である番組ＤＤＤを構成するファイル名「２００６１
００１－００４．ｔｓ」の番組データ（ＴＶＲＥＣ）及びファイル名「２００６１００１
－００５．ｔｓ」の番組データ（ＲＲＥＣ）に関する処理について説明する。
【０１１８】
　図１３において、移動用データ１１０１として、記録された番組データ（ＲＲＥＣ）の
最初のＧＯＰ１と番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ１とを比較して不一致と判定された
結果、番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ１が選択される。移動用データ１１０２～１１
０３についても、同様に、番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ２～ＧＯＰ（Ａ－１）が選
択される。番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ（Ａ）は、記録された番組データ（ＲＲＥ
Ｃ）の最初のＧＯＰ１と一致すると判定された結果、破棄される。また、同様にして、番
組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ（Ａ＋１）以降のＧＯＰが全て破棄（消去）される。こ
れにより、番組データ（ＴＶＲＥＣ）のＧＯＰ（１）～ＧＯＰ（Ａ－１）が移動用データ
として蓄積用メモリ２１６に保存される。
【０１１９】
　次に、図１４を用いて、ユーザの指示入力によりＰＶＲ１０２に録画されている番組を
再生する処理について説明する。
【０１２０】
　図１４は、図２のデジタルテレビ１０１により実行される再生処理を示すフローチャー
トである。本処理は、図２におけるシステム制御部２０７が各動作機能部を制御して更に
外部機器制御部２１４を介してＰＶＲ１０２を制御することにより実行される。また、本
処理は、上述した第１の実施の形態における図７と対比される図であり、図７のステップ
と同一のステップには同一符号を付して、重複した説明を省略する。
【０１２１】
　図１４において、選択された番組が結合番組か否かを判定し（ステップＳ７０３）、結
合番組でない場合はステップＳ１３０２に進み、結合番組である場合はステップＳ１３０
１に進む。
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【０１２２】
　結合番組の２つのファイルのうち、デジタルテレビ１０１の蓄積用メモリ２１６に記録
された番組データ（ＴＶＲＥＣ）を再生（ステップＳ１３０１）した後は、ステップ１３
０２に進む。
【０１２３】
　ステップＳ１３０２では、ＰＶＲ１０２に記録された番組データ（ＲＲＥＣ）の再生を
行う。その後、番組データ（ＲＲＥＣ）の再生が終了したか否かを判定し（ステップＳ１
３０３）、番組データ（ＲＲＥＣ）の再生が終了した場合は、本処理を終了する。
【０１２４】
　すなわち、本処理では、番組データ（ＴＶＲＥＣ）を再生した後、その続きの番組デー
タ（ＲＲＥＣ）を連続して再生する。したがって、本処理によれば、図７の処理に比して
簡単な処理で番組が再生される。
【０１２５】
　以上説明したように、本実施の形態では、番組の先頭からの録画が可能となる。また、
デジタルテレビ１０１で再生する結合番組の結合する２つのファイルにおいて、互いに重
複した番組データを無くす（消去する）ことで、ＰＶＲ１０２の蓄積用メモリの記憶領域
を無駄に使用することを防止することができ、かつ再生処理をより容易に行うことができ
る。
【０１２６】
　本実施の形態によれば、ＰＶＲ１０２が待機状態である場合で、デジタルテレビ１０１
を視聴しているとき、その番組を録画しようとした場合、デジタルテレビ１０１に対して
録画の指示を入力することにより、ＰＶＲ１０２が起動するまで間の番組データを欠落す
ることなく録画することが可能となる。
【０１２７】
　また、録画された番組を再生する場合においても、結合番組が途切れたり重複したりせ
ずに１つの番組として再生されるので、ユーザは不快感なく番組を視聴することができる
。
【０１２８】
　また、本発明の目的は、上述した各実施の形態の機能をハードウェアで実現することの
他、その一部又は全部を実現するソフトウェアのプログラムを記憶した記憶媒体を放送受
信装置に供給し、その放送受信装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ等）が記憶媒体
に格納されたプログラムコードを読出して実行することによっても、達成される。
【０１２９】
　この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が上述した各実施の形態の機
能を実現することとなり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成する。
【０１３０】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピー（登
録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－
ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋ＲＷ等の光ディスク、
磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。または、プログ
ラムコードをネットワークを介してダウンロードしてもよい。
【０１３１】
　コンピュータから読出されたプログラムコードを実行することにより、上述した各実施
の形態の機能が実現されだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼動するＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部又は全部を行い
、その処理によって前述した各実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うま
でもない。
【０１３２】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
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た後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した各実施
形態の機能が実現される場合も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０１３３】
【図１】本発明の実施の形態に係る放送受信装置を含むデジタル放送受信システムの構成
を概略的に示す図である。
【図２】図１におけるデジタルテレビの構成を示すブロック図である。
【図３】図２における番組情報記憶部に保存されるファイル情報を示す図である。
【図４】録画番組リスト画面の一例を示す図である。
【図５】図２のデジタルテレビにより実行される録画処理を示すフローチャートである。
【図６】図２おける表示部に表示される番組結合情報を示す図である。
【図７】図２のデジタルテレビにより実行される再生処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図８】結合番組の再生時のパケット処理を示す図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る放送受信装置で実行される録画処理を示すフロ
ーチャートである。
【図１０】図２のデジタルテレビにより実行される録画処理を示すフローチャートである
。
【図１１】図１０のフローチャートの続きを示す図である。
【図１２】図９におけるステップＳ９０３の消去処理が実行される際に表示部に表示され
る画面の一例を示す図である。
【図１３】結合番組の番組データ（ＴＶＲＥＣ）を移動する際のパケット処理を示す図で
ある。
【図１４】図２のデジタルテレビにより実行される再生処理を示すフローチャートである
。
【符号の説明】
【０１３４】
１０１　デジタルテレビ
１０２　ＰＶＲ
１０３　アンテナ
１０４　リモートコントローラ
１０５　リモートコントローラ
１０６　アンテナケーブル
１０７　デジタルケーブル
２１４　外部機器制御部
２１５　内部蓄積制御部
２１６　蓄積用メモリ
２１７　システム制御部
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